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　「甲府地域において宝飾産業を継
続・発展させるために、同産業を通した
豊かな甲府地域づくりに貢献すること」
を目的に定め、宝飾産業関係者以外
の市民と共に一致団結し、豊かな甲府
地域づくりを行うために多くの人びと
が集うことができる新たな会議体が必
要として、透明性が高く公益性の高い
事業を行える「一般社団法人 宝石の
まち甲府会議」の設立総会が5月16
日、甲府商工会議所で行われた。
　設立経緯としては、甲府市が、経済
産業省関東経済産業局が主催する
「令和2年度 売れる地域ブランド育
成・定着事業」に宝飾産業を該当産業
として応募し、採択されたことから始ま
る。その育成定着事業では、関東経済
産業局、山梨県、甲府市、甲府商工会

議所、山梨県水晶宝飾協同組合、山梨
県立宝石美術専門学校、山梨県中央
銀行が外部団体として参加。1年間、行
政・民間の垣根を越えた議論をはじ
め、甲府地域（甲府市及び隣接地域）
の宝飾産業の歴史や諸先輩が行って
きた多くの活動を学びながら、宝飾業
界の未来について語りあった。そして事
業終了間際の令和3年2月に、1年間学
んだことを継続的に活動していくため
にはどうすればよいかとの答えとして同
会議の設立に至っており、その学びが
原動力となっている。
　山梨県には山梨県水晶宝飾協同組
合があり、同会議の多くのメンバーも
理事を務めている。新団体設立の必要
性の議論も行われたが、目的に定めた
「甲府地域において宝飾産業を継続・

発展させるために、同産業を通した豊
かな甲府地域づくりに貢献すること」に
は、宝飾産業関係者以外の市民の協
力が不可欠であり、多くの人々が集う
新たな会議体が必要と結論づけた。
　小松一仁理事長は「100年後も宝飾
産業を甲府市及び隣接する市町地域
において、地場産業として盛況に継続さ
せ、豊かな甲府地域づくりに寄与できる
産業にしたい。そのためには行政、諸団
体、宝飾産業関係者だけではなく、一
般市民の協力が不可欠であり、宝飾産
業を通した豊かな甲府地域づくりに賛
同いただける皆様とともに目標に向かっ

て事業を展開していきたい。世界
共通の価値観を持たれている宝
飾品を取り扱う我々の産業の可
能性は非常に大きく、世界中から
人々を甲府地域に呼び寄せるパ
ワーを持っている。人口減少を迎
える時代の中、宝飾産業は同県
を代表する地場産業として、国内
はもちろん海外へも多くの情報を

発信するとともに、受け入れ態勢を整
え、世界中から宝飾品を求める人々に
甲府地域へ足を運んでいただき、交流
人口を増やしていくことが我々の目標達
成への道標となる」との挨拶を行った。
　主な活動内容としては、ジュエリー・
ジェムトレードビルの設置に関する調査
研究、甲府ジェムショーの開催計画の
策定、後継者育成に関する調査研究。
　発足メンバーは10名。理事長＝小
松一仁。副理事長＝秋山裕太郎、古谷
貴司。監事＝広田陽一。理事＝大寄智
彦、小玉佑太、後藤晃一、清水宏晃、
詫間康二、土屋隆。

　10月18日～20日に東京ビッ
グサイト東展示棟で開催される
「国際メガネ展IOFT2022」の概
要を主催者であるRX Japan㈱
と（一社）福井県眼鏡協会が記

者発表会を開き概
要を説明した。
　RX JapanのIOFT

担当の矢島大地統括事務
局長は「現場には新しい発
見があり、リアルに商談し
たい」という声があることか
ら価値ある展示会を新たに
目指し、拡大・発展させて
いくと共に、展示会が変
わったと言われるよう貢献
していくことを強調した。

　5年後（2027年）のIOFTのビジョンと
しては『アイウェアの「今」と「未来」が集
まるアジア最大級の国際総合展』にする
ことを掲げ、出展社数500社(海外200
社)、来場者数20,000名（海外3,000

名）を目標数と
して挙げた。
　そのビジョン
を達成するた
めに、①国内眼
鏡店との商談

件数、受注額を増やす。②海外バイヤー
との商談機会を増やす。③消費者啓発
の場として、価値を確立する。の3つを柱
に、出展価値を高め、出展各社の満足
度を高め、IOFTを大きく変えていく。
　具体的には、来場者数を10,000名
（前回5,863名）に増加させるために、
DM送付先を抜本的に見直し、適切に
発送する。専任スタッフを擁立させ
SNSやデジタル広告など、新たなプロ
モーションを展開。会議室貸し出し
サービスも利用店舗数を増加させ、商
談件数と受注額増加に繋げる。また国
内眼鏡店との商談件数と受注額を増
やすために、地方有力店100社を特別
招待（ホテル宿泊無料など）する。さら
に来場できない小売店とは遠隔PCで
のマッチングも実施する。
　今回は昨年比1.5倍となる300社が
出展予定となっており、新規出展と復
活出展が増加傾向にある。またITソ
リューションやDX系企業の出展もみら
れ新たなサービスの提案などにも期待

ができそうだ。
　毎年会場に足を運んでもらうための
施策としては、会場装飾を充実させ雰
囲気を整えていくために、全通路にカー
ペットを敷き、ロゴや看板のデザインを
一新させる。会場全体の装飾を全て見
直し、変革、高揚感を演出する。
　海外バイヤーとの商談機会を増や
すためには、全出展社にアンケートを
実施し、会いたいバイヤーを明確化す
る。遠隔PCによるマッチングとライブ映
像による出展製品の見どころも海外バ
イヤーに配信される予定だ。海外バイ
ヤーの特別招待は50人を想定。
　消費者啓発には、フォロワー100万
人以上のインフルエンサーを300名誘
致し、価値を確立させる。
　そのほか、複数のTV報道、日本メガ
ネ大賞などの併設イベント、オープニン
グセレモニー、各種セミナー、サステナ
ブルアイウェア・ゾーンの新設、SDGｓ
啓発ブースなど、新たな計画が業界と
共に練られている。

　100年の歴史を誇るUCHI-
HARA Groupが手がけるジュ
エリーブランド「サバース」（東
京港区、内原一郎社長）のホー
ムページに、「サバース」が掲げ
る制作背景の透明性と各分野
で活躍する女性たちとの共通
項を探るコンテンツが新設され
注目を集めている。
　エシカル・サステナブルなダイ
ヤモンドブランド「サバース」。ブ
ランドが誕生した2006年からプ
ロヴェナンス（来歴）とトレーサビ
リティ（生産履歴）を明らかにし
てきた。鉱山での原石採掘から、
研磨、加工を経てジュエリーとし
てデザインし、顧客へ届ける一連
の流れを「Mine to Mine（マイ
ントゥマイン」®と名付けている。
　今回の新設ページ【SA -
MAGAZINE Mine to Mine～
鉱山からわたしのもとに届くまで
～】では、サバースの「Mine -
to Mine」®の精神と同じく、あら
ゆる分野で活躍している人々に

フィーチャーしている。こだわりを持って
採用している特定産地の生産物やつな
がり、素材など、分野は違ってもサバー
スの中核を成す
点との共通項を
多角的に紹介
するページと
なっている。
　Vol.1では、モ

デルであり、フラワーライフスタイルプ
ロデューサーの畑野ひろ子さんが登
場。フラワーライフプロデューサーとし
て活動を始めたきっかけや、畑野さ
んが愛する、サバースと同じサザンア
フリカ由来のネイティブフラワーの魅
力、彼女にとってのジュエリーについ
てを中心に幅広く語っている。

　サバースのクリアな生産背
景と共に、雑誌などでは伺え
ないフラワーライフプロデュー
サーとしての畑野さんの魅力
に出会えるページとして話題

に。流行としてのエシカル・サステナブ
ルではなく、その奥にある背景に想いを
馳せたストーリーは、時代を超えても
受け継ぎたい取り組みとして注目だ。
　5月27日に公開されたVol.2では、
料理人であり原宿の路地裏レストラン
eatrip主宰の野村友里さんが登場。
食品におけるトレーサビリティを大事
にして、確かな食材を使用した料理を
顧客へ提供している野村さんは、将来
豊かで安心な食を摂取できる社会を
目指している。

　野村さんにとってのダイヤモンドと
は、ロマンやエネルギーを感じるもの
で、たとえ身につけていたとしても大
地からの預かりものだそう。その真意
を｢SA MAGAZINE｣で詳しく語って
いる。Vol.3は6月下旬公開予定。
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ビジョンを掲げた「IOFT2022」
業界と共に変革、新たな計画を練る

市民とともに築く豊かな街づくりから
100年後も盛況な地場の宝飾産業を
新たに「宝石のまち甲府会議」を設立
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